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旺文社 教育情報センター 29 年 7 月 31 日 

 

文科省は今月 13 日、入試改革に関わる一連の資料「高大接続改革の実施方針等の策定につ

いて」（いわゆる「実施方針」）を公表した。これまで議論を重ねてきた入試改革がいよいよ本決ま

りとなり、33 年入試での実装へ向けて動き出したことになる。 

高校・大学現場ではまず、これらを正確に読み込むことが何よりも必要だ。そこで本記事では、

実施方針の内容を箇条書きにしてまとめた。全 3 回に分け、各記事はそれぞれ以下の資料を扱っ

ている。 

 

【Part.1 共通テスト】     「大学入学共通テスト実施方針」 

「大学入学共通テスト実施方針策定に当たっての考え方」 

【Part.2 各大学個別入試】 「平成 33 年度大学入学者選抜実施要項の見直しに係る予告」 

【Part.3 基礎診断】       「『高校生のための学びの基礎診断』実施方針」 

 

本記事では Part.1 として、共通テストについて見ていく。なお記事中では以下の表現をしている。 

・新カリ入試 … 新学習指導要領での入試 

 

 全体                                     

・目的＝大学入学希望者を対象に「高校段階での基礎的な学習の達成度を判定」「大学教育

を受けるために必要な能力を把握」。 

・「知識・技能」の評価も行いつつ、「思考力・判断力・表現力」を中心に評価。 

・教科・科目は現行ママ。新カリ入試から簡素化。 

・記述式を導入。 

・英語は 4 技能。検定を活用。 

・1 月中旬の 2 日間に実施。 

・32 年度（33 年入試）スタート。 

・詳細は 31 年度初頭の「実施大綱」のほか、順次公表。 

・大学への成績提供は、「記述＆マーク」の結果をあわせて。現状（1 月末～2 月初旬）から

入試改革「実施方針」 
を正確に読む！ 

【Part.1 共通テスト】 ポイントを箇条書き！ 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
http://eic.obunsha.co.jp/pdf/exam_info/2017/0731_2.pdf
http://eic.obunsha.co.jp/pdf/exam_info/2017/0731_3.pdf
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1 週間程度遅らせる方向で検討。 

・検定料は、記述式の導入（コスト増）や、英語の検定利用（受験者の負担増）などを踏ま

えて検討。低所得世帯に対する減免制度などを検討。 

・CBT については引き続き検討。 

・複数回実施については、新カリ入試からの実現を検討。 

・新カリ入試は 36 年度（37 年入試）スタート（33 年度＝「実施大綱」予告、35 年度＝「実

施大綱」）。 

 

■■ 解説 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

5 月 16 日公表の「実施方針（案）」で、「大学入学希望者学力評価テスト」から「大学入

学共通テスト」に名称変更。「案」と比べて内容的には、英語の「A 案・B 案」の結論が出

た以外はほとんど変わっていない（あとは一般選抜のスタート日）。 

 共通テストの重要ポイントは「思考力」「記述式」「英語 4 技能」（後述）。もう 1 点、大き

いのが、センターから大学への成績提供が 1 週間遅くなることだ。 

 実はこの影響が、特に私立大に対してかなり大きい。今でいうセンター利用入試の合否発

表が 1 週間後ろ倒しになるとすると、独自入試の日程を動かさざるをえない大学も多い。

強い大学が動けば、競合する大学に次々と連鎖していく。 

 初年度は入試日程の公表について、大学間で様子見のガマン比べもおこりうる。また、最

初の数年は競合校で日程が重なるなど、混乱もするだろう。大学にとっては合否判定の歩留

まり予測も難しくなり、定員超過・定員割れにつながる可能性もある。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 記述式                                   

・国語・数学で実施。 

・マークと同一時間内で、試験時間を延長（国語 80⇒100 分、数学 60⇒70 分を想定＜数学

はⅠとⅠA＞）。 

・成績は段階別を検討（3～5 段階程度）。 

・センターが出題・作問・採点。採点は民間を活用。 

・新カリ入試から地歴・公民、理科でも導入する方向で検討。 

【国語】 

・国語総合（古文、漢文を除く）、80～120 文字程度の問題を含め 3 問程度。 

・マークとは大問を分ける。 

・「複数の情報を統合して考えをまとめる」「根拠に基づいて論述する」思考力・判断力・表

現力を評価。特に「情報同士の関係を吟味・構築する」「情報を編集して文章にまとめる」

能力を問う。 

・条件付記述式。 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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・従来、国語の問題は以下に分類できる。記述式ではこのうち①②に加え、③を条件付記述

式で出題（④は大学の個別入試）。 

①文章を部分的に解釈して解答する問題 

②文章を全体的に解釈して解答する問題 

③文章から必要な情報を精査・解釈して考えをまとえて解答する問題 

④文章を踏まえて自分の考えを解答する問題 

・素材の例としては以下。 

①論理的な説明、論説等 

②新聞、会議の記録、取扱説明書、報告書、提案書、契約書、法令、公文書等 

③図表・グラフを用いた説明等 

・新カリ以降は、CBT 等の技術開発を踏まえ、さらなる充実を図る。 

【数学】 

・数学Ⅰ（⇒「数Ⅰ」「数Ⅰ・A」で出題）、3 問程度。 

・問題はマークと混在。 

・「図表やグラフ、文章を用いて考えたことを数式で表す」「問題解決の方略を数学的に表現

する」能力を評価。特に「数学を活用した問題解決」の能力を問う。 

・従来、数学の問題は以下に分類できる。記述式ではこのうち①②に加え、③を条件付記述

式で出題（④は大学の個別入試）。 

①すでに焦点化された問題を解いて数値的に解答する 

②問題を焦点化するために数式、図表、グラフなどで表現する 

③事象や問題解決の方略を数学的に表現する 

④証明問題など（問題解決のプロセス全体を表現） 

・素材の例としては以下。 

①数学的な事象 

②日常生活 

③図表・グラフから考えたことが解答の前提となる問題 

 

■■ 解説 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 27 年 12 月の高大接続システム改革会議で「当面は最大 300 文字までで検討」とされて

以降、紆余曲折のあった記述式。その後も「12 月実施」案や「大学採点」案、「80 文字以

上・以下の 2 パターン」案など、「文字数－採点－実施日」が関連しあって難航したが、上

述の形で着地した。今後の注目は、プレテストにおける出題内容、難易度、配点だ。 

 成績は段階別表示となるのが濃厚だが、数学については素点になることも考えられる。理

由としては、①出題がマーク式と混在であること、②今年 5 月公表のモデル問題例が○か

×か（部分点なし）だったこと、③部分点を認める場合、数学でその力量のある採点者を相

当数、確保しなければならないこと、が挙げられる。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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 英語 4 技能                                 

・検定を活用。センターが認定（＝「認定試験」）。 

・高校 3 年 4 月～12 月の 2 回までの認定試験が利用可能。 

・共通テストの英語も併存（現カリ入試中は併存）。大学はいずれか、または双方を利用。 

・国は大学に対して、できるだけ多くの認定試験を活用するよう求める。 

・大学側の利用方法は「出願資格」「試験免除（換算含む）」「加算」などを想定。 

・受験者は認定試験の出願時に、センターへの成績送付を実施団体に依頼。⇒ 実施団体は

センターに成績を提供。⇒ センターは各認定試験の成績を一元管理。⇒ センターは「共

通テスト＆認定試験」の結果をあわせて大学に提供。 

・センターが大学に提供する成績は「試験結果＆CEFR の段階別成績」。 

・共通テストの英語も 4 技能の必要性を踏まえて改善。配点等のバランスも検討。 

・国は実施団体に対して以下のものを求める。 

▶ 学習指導要領との整合性 

▶ 検定料の軽減策（全体や低所得世帯に対してなど） 

▶ 採点の質の確保に関する検証／CEFR との対照を示す検証 

▶ センター試験と同等以上の実施場所（できる限り）／4 月～12 月に全都道府県で複数

回の実施／人員の質・量の確保／障害のある受験者への配慮 

 

■■ 解説 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

「A 案＝初年度から認定試験に一本化」「B 案＝認定試験と共通テストの併存」の 2 案を

残した「実施方針（案）」（5 月 16 日公表）から、B 案に絞られた。 

大学は、共通テストと認定試験の「いずれか、または双方」を利用ということになるが、

それぞれを具体的に見てみると、入試制度として大きな変化はないことがわかる。 

 

①共通テストのみ利用   ← 今のセンター利用入試と変わらない。 

②認定試験のみ利用    ← 今の検定利用入試と変わらない。 

③共通・認定の双方を利用 ← 今の検定利用入試と変わらない（国立大）。 

              （センターで英語を課しつつ、検定で加点、換算など） 

 

つまり、これまでなかった入試形態が突然誕生するわけではない。ただし、高校生の検定

受験が爆発的に増加するのは必至で、高校では 4 技能、特に Speaking と Writing の対策が

大きな課題となろう。 

各大学としては、認定試験の非利用者のために①の枠を残しつつ、②③を導入・拡大、と

いった形をとると予想される。認定試験は、「本年度の秋＝認定基準を公表」、「本年度中＝

認定して一覧で公表」というスピードスケジュールになる模様だ。 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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 入試制度としては、不完全・不明な点も残されており、例えば以下の点などについて、今

後の検討が待たれる。 

▶ 検定弱者（経済的、居住地上など）への対応。受験環境の公平性。 

▶ 大学は異なる試験間でどう合否判定？「CEFR で判定しようとすると ⇒ たかだか 6

段階。なおかつ高校卒業程度とされる B1、A2 に集中して差がでない」「各試験のスコア

で判定しようとすると ⇒ 試験間でスコアの比較ができない」。 

▶ 高校 3 年生の 4 月から成績利用が可能とはいえ、各大学の入試要項の公表は 6～7 月。

受験した認定試験が志望校で利用できない事態も。 

▶ すでに拡大している個別入試、推薦・AO 入試での検定利用も、認定試験に限定される

のか。「高 3 で 2 回までルール」なども適用されるのか。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 マークシート                                 

・「思考力・判断力・表現力」を重視した作問に見直し。 

・特に以下のような点に留意して問題を改善。 

▶ 問題解決のプロセスを選択しながら解答する問題 

▶ 複数の文章や資料から必要な情報をまとめたり、比較したりする問題 

▶ 日常生活に結びついた問題 

▶ 他の教科・科目と関連した問題 

▶ 正解が 1 つに限られない問題 

▶ 複数段階の判断が必要になる問題 

▶ 選択肢ではなく、数値等をマークさせる問題 

・成績は現行よりも詳細に。本年度中に結論（例；設問・領域・分野ごとの成績、全受験者

の中における段階別成績）。 

・センターは、高校関係者や大学教員などを作問委員として積極的に委嘱。 

 

■■ 解説 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 共通テストは「記述式」と「英語 4 技能」ばかりが注目されがちだが、「思考力」系への

対応は全科目で必要になるので非常に重要だ。 

 「思考力」系といっても、考える問題なら何でもアリというわけではない。高大接続シス

テム改革会議では、「思考力」系の問題については相当深い議論を行った。人間の思考プロ

セスにまで遡った学習科学と、学習指導要領の両方を反映した出題がなされるだろう。 

 高校現場で「思考力」系の問題の対応をしていく際には、上述の「▶」に即した良問を選

んでいくことが必要だ。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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 プレテスト                                  

【28 年度】フィージビリティ検証事業（11 月、2～3 月／大学 1 年生／約 1,000 人） 

・国語、数学 

【29 年度】プレテスト（11 月、英語 2 月／高校 2、3 年生／約 5 万人） 

・国語、数学、地歴公民、理科、英語、特別の配慮等 

【30 年度】プレテスト（12 月頃／高校 3 年生／約 10 万人） 

・国語、数学、地歴公民、理科、英語、特別の配慮等 

【31 年度】確認プレテスト（実施については今後の状況を見て検討） 

【32 年度】共通テスト 実装 

 

■■ 解説 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

プレテストでは問題の内容、難易度、配点が見えてくる。記述式も、マークの「思考力」

系も、こうした点を要チェックだ。 

なお、ここで行われる英語は、認定試験ではなく共通テストの英語。4 技能の必要性を踏

まえて、Writing 的な要素が入ってくるのか、Listening50 点に変更があるのかなどに注目。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 その他                                    

・記述式は必答ではない。ただし国は大学に「すべての問いの結果の活用を求める」。 

・大学への国語の成績提供は、現在「近代以降」「古文」「漢文」と別々だが、一括化を検討。 

 

■■ 解説 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

「すべての問い」の活用を大学に求めていくとなると、該当するのは記述式だけではない。

特に国語の古文・漢文も関わってくる。 

現状でさえ国語は「試験時間の不平等問題」を抱えている。80 分の中で現代文のみ必要

な受験生と、古文・漢文まで必要な受験生が混在している。記述式が選択で加わり、試験時

間が 100 分になると、この不平等問題はさらに拡大する。文科省が「すべての問い」を課し

たいのは、これを避けたい意図からだろう。 

ただし、加えて検討されている国語の成績提供の一括化は、そのための施策としては影響

は小さそうだ。文科省によれば、一括とはいえ、国語全体の総合点しか提供しないわけでは

ない。成績は大問別に大学に提供されるので、結局、現代文のみでも合否判定はできる。 

記述式や、国語の古文・漢文がどれだけの大学が課してくるのかは、来年度から始まる各

大学の予告を待つことになる。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/



